
接続形態別料金の適用例（指定電気通信設備）� 接続料金の推移�

（注）1.ISDN 発信者の場合は、上記料金に　を加算�
　　2.公衆電話発信の場合は、上記料金に　を加算�
　　�
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GC接続料金（自局内）　　　　　　�1

ZC接続料金　　　　　　�

加入者交換機能�
動向�

事業部制の導入・徹底�

新しい足回り料金導入（接続料金）�

足回り料金の見直し（販売関係費用を除く）�

接続約款認可�

接続約款変更認可�

H4事業部別収支算定�
長距離系NCCおよび地域系NCCとの新しい足回り料金決定（接続料金）�
エンド・エンド料金導入�

セットアップチャージ付秒課金方式の導入�
PHS事業者に接続料金導入�
携帯電話事業者に接続料金導入�
CATV電話事業者に接続料金導入（試験サービス）�
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接続形態別の料金�
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ISM交換機能�2

中継系交換機能�3

中継伝送機能�
（共用型）�

4

公衆電話発信機能�5

ZC接続�

GC接続�
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公衆電話�
加入電話�ISDN

IGS : 相互接続関門交換機�
GS : NCC関門交換機�
ZC : ディジタル中継交換機を設置する交換局�
GC : ディジタル市内交換機を設置し加入者線を収容する交換局�
POI : 相互接続点�

長距離系NCCとの相互接続�

長距離系NCC中継部分�
長距離系NCCユーザ料金�NTT足回り部分� NTT足回り部分�

接続料金� 接続料金�
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課金方式と料金明細方式�
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交換機ですべての呼の情報を収集する。�

交換機�

新通話料金処理�
システム� CUSTOM

振り分け装置�

1

その情報は振り分け装置に転送され、一時蓄積される。�2

新通話料金システムは振り分け装置から、課金対象の呼の情報（有料完了呼）を�
収集する。�

3

新通話料金処理システムで呼の情報をもとに顧客情報等を参照して料金計算をする。�
また、料金明細書を出力する。�

4

CUSTOMにて定額料金を合算し請求する。�5
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動作情報�

動作情報�

1

通信料金�

料金は、基本料金、キャッチホン等の付加サービス使用料金�
といった定額制料金と通信料金などの従量制料金がある。�
通信料金の尺度として、①回線の種類、②通信距離、�
通話時間帯③通信時間、④情報量等がある。�
電話サービスにおける通話料は通常、距離と時間によって決定されている。�
わが国では、次のような方式を採用している。�

東京メッセージエリアの場合�

区域内通話� 東京�

船橋�
区域�

市川�
区域�

草加�
区域�

柏区域�
浦和区域�

川越区域�

川口区域�

所沢区域�

立川�
区域�

国分寺�
区域�

八王寺�
区域�

相模原�
区域�

厚木�
区域�

横浜�
区域�

川崎区域�

武蔵野�
三鷹�
区域�

距離と時間による算出方式（K方式）�

距離に関係なく電話が可能なエリア�

隣接区域内通話�
距離に関係なく電話が可能なエリア�
（区域内よりは割高に設定されている）�

区域外通話�
距離が遠くになるほど料金がたかくなる�

自動即時方式・・・距離別時間差法（K課金方式）�

0 1分�

10円�

2分� 3分�

距離別時間差（６０秒1度数の課金例）�

6分�

10円�10円�10円�・・・・・・・・・・・・・・�

手動扱い方式・・・単位時間法（3分1分制）�

0 3分�

単位時間法（3分１分制）�

6分�

30円� 10円�・・・・・・・・・・・・・・�

区域内料金�


